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情 報 交 差 点 

                                            大学入試センター  林 篤裕 

梅雨明けが待ち遠しいと感じていたある

日、西川浩昭会報担当理事から巻頭言の執筆

依頼を受けた。以前に一度お断りをしていた

経緯もあり、不義理を続けることも苦しくな

って今回はお引き受けすることにした。しか

し、どう頭をひねってもうまい題材が見つか

らない。ヒントを探すべく、書架にある学会

誌や大会予稿集を引っ張り出してペラペラ

とめくってみた。 

  それまで統計関連の学会を主に参加して

いた私は、就職 2 年目に本学会に入会した。

詳細な記憶はないが、その年(1987 年)の第

15 回大会が九州大学主幹(大会実行委員長: 

浅野長一郎先生)で開催されることから、入

会を勧められてのことであったようにも思

う。この大会では「統計パッケージ再考」と

題する特別セッションが組まれており、その

中で発表させてもらい、当時まだ発展途上で

あったソフトウェア環境の将来についてあ

れこれと議論をした。 

  その翌々年の第 17 回大会は岡山大学主幹

(同: 脇本和昌先生)で開催された。この大会

では、数理的理論のセッション以外にも、動

物学や感覚、言語学を取り扱う特別セッショ

ンも組まれていて、行動計量学にはいろいろ

な応用分野があることを改めて認識した。夜

には駒澤勉先生が先導しておられた私的懇

親会に紛れ込んで、そのセッションで講演さ

れた方々と挨拶をし、新鮮な気持ちでいろい

ろなお話をさせてもらったことを今でも覚

えている。 

  また、聖学院大学主幹(同: 丸山久美子先

生)の第34回大会(2006年)では、プログラム

委員会の一員として微力ながらお手伝いを

させてもらった。 

  手元にある 14 冊の予稿集を見るとき、年

が進むにつれて自分の研究テーマが変遷し

て行くと共に、注目されているテーマも変化

し、また、存じ上げている方々の研究テーマ

や所属も少しずつ変化しているのが判る。入

会した頃に中堅であった先生方も、もう定年

を迎えられたり、残念ながらお亡くなりにな

ってしまわれた先生もいらっしゃる。 

  加えて、大会開催時には気にも留めていな

かった研究テーマが、こうして見返してみる

と既にその頃から存在していたことに気付

かされたりもした。所属機関の性格もあり、

現在は「入試研究」を一つのテーマとしてい

るが、本学会では古くから特別セッションも

組まれ、いろいろな議論が交わされてきたこ

とも改めて判った。決して懐古趣味ではない

が、学会誌や大会予稿集を大事に保存してお

き、たまには引っ張り出して見るのも良い刺

激になるのではないかとも感じた。 

  本学会は医学や QOL、官能検査と言った

様々な分野の計量から、心理学や統計学の理

論展開、調査法まで幅広いテーマが取り扱わ

れている。そして、今後も先端的なテーマが

登場してくることであろう。これからも行動

計量を軸にいろいろな分野の話題が行き交

う「情報交差点」のような学会であることを

願っている。 

 (はやし あつひろ、大学入試センター 

日本行動計量学会理事) 
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日本行動計量学会35年記念誌発行のお知らせ 
 会員の皆様には本号と一緒にお手元に届いているこ

と思いますが、本学会の35周年を記念して記念誌を発

行し、Webでも公開したします。記念誌には学会の歴史

を年表として掲載してあります。出来る限りの情報を

収集して作成いたしましたが、不完全な部分がいくつ

かございます。掲載されていない情報をお持ちの方や、

掲載した年表の誤りをご存じの方は恐れ入りますが、

本会報の巻末に記載してあります学会事務局または広

報連絡先までご連絡いただければ幸いです。 

 

2008年度日本行動計量学会第2回理事会議事録 
日 時:2008年6月16日(月)18:00～20:00 

場 所:統計数理研究所特別会議室 

議事進行:飽戸弘理事長 

出席者:飽戸，朝野，今泉，岩崎，岩坪，大津，岡太 

菊地，繁桝，鈴木，千野，馬場，林(文)，丸山，柳井,

山岡，森，木村，吉野，柳原(20名) 

議題 

1. 2008年度第1回理事会議事録 

2008年度第1回理事会議事録が承認された。 

2. 第36回大会について 

岩崎大会実行委員長より、現時点で35周年記念シンポ

ジウム 2 件の他、特別セッション 15 件、一般発表 54

件の申し込みがあったと報告された。 

3. 第37回大会について 

繁桝大会担当理事より、大分大学で開催する提案があ

り承認された。日程は未定である。 

4. 各種委員会報告 

・編集委員会，欧文誌編集委員会，和文誌編集委員会 

岩坪編集委員長、大津欧文誌編集委員長、今泉和文誌

編集委員長より、現在の編集状況の報告があった。 

・運営委員会 

菊地委員長より、行動計量シンポジウムと大会チュー

トリアルセミナーについての現状報告があった。 

・広報委員会 

森委員長より、会報発行など通常の活動の他、メーリ

ングリストへの登録者の増加について検討を行ってい

るとの報告があった。 

・学会史編纂委員会 

柳井委員長より、状況の報告があった。 

・名誉会員選考委員会 

岩崎委員長より、現時点では候補者がいないとの報告

があった。 

・組織検討委員会 

林委員長より、現状の報告があり、滞納者の取り扱い

や、除名規定などについて、検討を行うこととなった。

また、学会費の支払い方法についても、納入が便利に

なるよう、検討を行うこととなった。 

・35周年記念事業担当理事 

林担当理事より、社会調査と行動計量的アプローチ、

それぞれに関するシンポジウムを 2 件行うことが報告

された。 

・事務局 

入会希望者が承認され、退会者が報告された。 

5. その他 

・菊地学会賞選考担当理事より、学会賞選考委員長を

同志社大学の村上征勝先生にお願いしたとの報告があ

った。受賞者の推薦についても、改めて依頼があった。 

・社会調査士認定機構 

飽戸理事長より、法人化に向けた経過報告があり、本

学会の役員の任期は2009年3月までであるが、社会調

査士認定機構の現在の役員の任期を、2009年5月まで

とすることが承認された。また、出資金 300 万円を返

還するとの連絡があった。 

・統計関連学会連合 

馬場担当理事より、来年度の大会が慶應義塾大学矢上

キャンパスで行われることが報告され、本学会も共催

として参加することが承認された。 

・横幹連 

今泉担当理事より、現状の報告があった。 

・次回以降の理事会は、8/4、9/3に開催予定である。 

 

運営委員会より 

第92回行動計量シンポジウム報告 
「医学・健康の計量分析 －特別セッション：メタボリ

ック・シンドローム－」 

岡山大学 飯塚誠也 

医学・健康の計量分析をテーマに設定し2008年6月

21日(土)に、吉備国際大学岡山駅前キャンパスで第92

回行動計量シンポジウムを開催いたしました。本シン

ポジウムは、2002 年度から日本行動計量学会の地域部

会として活動している「行動計量学岡山地域部会」と

特定非営利活動法人医学統計研究会特定主題シンポジ

ウムおよび岡山統計研究会との共催で行いました。セ

ッションは「医学・健康の計量分析(1）（2）」で，医学

健康に関する様々な話題を提供いただき、活発な議論

が行われました。その後，「メタボリック・シンドロー

ム」を特別セッションにおいてテーマとして取り上げ、

病院、医者、公衆衛生の立場、統計の立場からの話題

を提供いただき、非常に有意義な議論と意見交換がさ

れました。参加者は、日本各地から、岡山を中心とし

て計30名強の参加があり、全体としても活発に議論が

なされ有意義なシンポジウムとなりました。 

講演者とタイトルは次の通りです。 

講演者とタイトル 

志賀 功(㈱ソリューション・ラボ)「医学統計学習塾」

の開発から」 

丸尾和司(興和㈱)「臨床検査値の参照範囲：その根拠

と評価」 
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辻 光宏(関西大学)「３元データとのつきあい」 

山本英二(岡山理科大学)「CDC疫学ソフトEpiInfo日本

語版について」 

山邊太陽・河合統介(ファイザー㈱)「事前・事後研究

におけるデータの要約」 

小倉俊郎(岡山大学保健管理センター)「メタボ健診：

医療を行う側からの問題点」 

小河孝則(川崎医療福祉大学)「生活習慣病の現状：メ

タボリック・シンドロームの背景」 

五十川直樹(大阪大学)「「保健指導」に関する評価の試

み」 

坂本 亘(大阪大学)「日本の「メタボリック・シンド

ローム」診断基準の統計的問題」 

 

2008年度研究部会の紹介 
複雑系データ解析研究会の発足にあたって 

聖学院大学   丸山久美子 
2008年度の運営委員会研究支援の一環として「複雑

系データの解析研究会」が発足した。第１回の研究会

は７月５日(土)にインターネット総合研究所(新宿)で開

催され、講演者に東京大学生産技術研究所の合原一幸

先生にお願いして、「カオス・予測・脳」と題するお話

を伺った。合原先生は「複雑ネットワーク」という概

念を初めて編み出した研究者で、世界的に著名な方で

ある。カオスの原理から始まり、現在は神経行動学の

研究に没頭している。元来、昆虫採集が趣味であり、

趣味が高じたのかどうか、現在最もホットな研究課題

である「昆虫の脳」について研究しているのだという。

カオスの行き着く先が「昆虫の脳」であることは極め

て興味深い。ところで、私がこの種の問題に非常に興

味を持ったのは今から40年以上も前のことである。当

時、心理学ではクルト・レヴィンの「トポロジー心理

学」がはやり、数学的トポロジー空間のような数学的

厳密性を欠くとはいえ、人間の存在する空間を「生活

空間」と名づけ、それをトポロジーという名称を用い

て展開したことは極めて画期的であった。心理学は人

の心を測定して次の行動を予想するための学問である

が、それを19世紀末にフランス人の数学者ポアンカレ

が提唱した「位置解析」、後に「位相幾何学」という一

つのジャンルとなった数学におけるトポロジーの概念

を用いて、人の心のひだに分け入ろうとしたことに驚

異を覚えたものである。その後、「カタストロフ理論」

「ファジー代数」「非線形科学」「カオス」「フラクタル」

「エンタングルメント」「ネットワーク」「同期」とい

う森羅万象を形作る複雑行動や現象の中に潜んでいる

法則を見つけ出すための理論が次々と提示された。リ

ーマン幾何学、ロバチェフスキーの幾何学などユーク

リッド空間ではない非線形空間の中で得られる多くの

問題が議論された。「ブルバキ数学原論」や抽象代数学

なども盛んに読まれた。したがって、このような数学

的思考から導きだされた人間の知恵の極限に、今日の

インターネット科学の基礎が築かれたのだともいえる。

合原先生の講演は当時の様々な学問的熱狂を想起させ

た。若いエネルギーのほとばしるままに、大型コンピ

ューターの前に釘付けになってデータと格闘した当時

の光景がまざまざと蘇えり、学問の発展が人間の知的

好奇心を刺激し、そのことで人間は限りない幸福感に

浸れるのだということを実感させた。いまや、この種

の問題は大脳生理学の分野に移行している。人間の神

経細胞が細部に亘って解析されたならば、今後の人間

社会の有り様が大きく変化するに相違ない。最近、合

原先生の編著となる「社会を変える驚きの数学」とい

う書物が「ヴェッジ選書32」として出版されたが、こ

の中にはまさしく驚きの数学的思考の数々が披露され

ており、ご一読することをお薦めする。 
 

会員の図書 
椿 美智子著，教育の質的向上のための品質システム

工学的データ分析－個人差の解析を中心として－，現

代図書，2007 

 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆日本認知科学会 第25回大会 
会  期:2008年9月5日(金)～7日(日) 

会  場:同志社大学京田辺校地 

URL: http://www.jcss.gr.jp/meetings/JCSS2008/  

 

☆第55回日本栄養改善学会学術総会 
会 期:2008年9月5日(金)～7日(日) 

会 場:鎌倉芸術館（神奈川県鎌倉市大船6-1-2） 

鎌倉女子大学（神奈川県鎌倉市大船6-1-3） 

テーマ:食育で健康づくり～古都・鎌倉から世界へメッ

セージ～ 

照会先:総会事務局(〒231-0011 横浜市中区太田町

6-82 第2須賀ビル(社)神奈川県栄養士会内) 

TEL: 045-222-4430 FAX: 045-212-0983 

E-mail: kaizen55@office-one.jp 

 

☆家族社会学会 第18回大会 
会  期:2008年9月6日(土)・7日(日) 

会  場:大正大学巣鴨校舎 

照会先:日本家族社会学会 

URL: http://www.wdc-jp.com/jsfs/ 

 

☆2008年度統計関連学会連合大会 
会  期:2008年 9月 7日(日)～10日(水) 

会 場:慶応義塾大学矢上キャンパス 

URL: http://www.jfssa.jp/taikai/ 
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☆第10回日本感性工学会大会・総会 
会 期:2008年9月8日(月)～10日(水) 

会 場:大妻女子大学千代田キャンパス(東京都千代田

区三番町12) 

テーマ:モード・デザイン・エンジニアリング－感性価

値創造の実現をめぐって 

照会先:日本感性工学会  URL:http//www.jske.org 

 

☆日本オペレーションズ・リサーチ学会2008年

秋季研究発表会  
会  期:2008年 9月10日(水)・11日(木) 

会  場:札幌コンベンションセンター(地下鉄東西線東

札幌駅下車徒歩約8分)  

特別テーマ:「観光とOR」 

URL: http://www.orsj.or.jp/nc2008f/  

 

☆日本教育心理学会創立50周年記念シンポジウ

ム 

「言語力 － 考える力を育むことばの教育」 

会 期:2008年9月13日(土)13:00～17:00 

会 場:京都リサーチパークサイエンスホール東地区1

号館4階(〒600-8813京都市下京区中堂寺南町134) 

照会先：日本教育心理学会  Tel: 03-3818-1534 

URL：http://www.soc.nii.ac.jp/jaep/ 

 

☆日本心理学会第72回大会 
会  期:2008年9月19日(金)～21日(日) 

会  場:北海道大学高等教育機能開発総合センター(札

幌市北区北1７条西8丁目) 

照会先:日本心理学会第72回大会準備委員会 

(〒060-0810 札幌市北区北10条西7丁目 北海道大学

大学院文学研究科心理システム科学講座内) 

E-mail:jpa2008@psych.let.hokudai.ac.jp 

TEL&FAX: 011-716-2121 

URL: http://www.wdc-jp.biz/jpa/conf2008/ 

 

☆世界看護科学学会第１回学術集会 
会 場:神戸国際展示場 

会 期:2009 年9 月19 日(土)・20 日(日) 

テーマ:看護知識の新たな領域の創造に向けた挑戦 

 
☆日本教育心理学会第50回総会 

会 期:2008年10月11日(土)～13日(月・祝) 

会 場:東京学芸大学小金井キャンパス 

照会先:日本教育心理学会第50回総会準備委員会 

(〒184-8501 東京都小金井市貫井北町4-1-1 東京学芸

大学教育心理学講座内) 

E-mail: jaep50@u-gakugei.ac.jp 

URL：http://www.u-gakugei.ac.jp/~jaep50/ 

☆日本経営工学会平成20年度秋季研究大会 
会 期:2008年10月17日(金) ～19日(日)  

会 場：大阪府立大学(17日はダイキン工業で工場見学

交流会を開催) 

URL: http://www.jimanet.jp/ 

 
☆第73回日本民族衛生学会総会 
会 期:2008年10月26日(日)・27日(月) 

会 場:パシフィコ横浜・会議センター(横浜市西区み

なとみらい1-1-1) 

照会先:総会事務局(〒192-8508 東京都八王子市宮下

町476 杏林大学環境保健学・人類生態学研究室内) 

TEL: 042-691-0012 ext.4219, 4606 

E-mail: jshhe08@bu.iiij4u.or.jp 

 

☆第11回情報論的学習理論ワークショップ  
(IBIS2008) 
－文部科学省科研費特定領域研究「情報統計力学の深

化と展開」－ 

会 期:2008年10月29日（水）～31日（金） 

会 場:仙台国際センター (宮城県仙台市青葉区) 

URL: http://ibis2008.bayesnet.org/ 

 

☆日本社会心理学会第49回大会 

会 期:2008年11月2日(日)・3日(月) 

会 場:かごしま県民交流センター 

照会先:日本社会心理学会第49回大会準備委員会 

(〒890-0065 鹿児島市郡元一丁目20-6 鹿児島大学教

育学部内) 

E-mail：jssp2008＠edu.kagoshima-u.ac.jp 

URL：http://db1.wdc-jp.com/jssp/conf/jssp2008/ 

 

☆第67回日本公衆衛生学会総会 
会 期:2008年11月5日(水)～7日(金) 

会 場:福岡サンパレス, 福岡国際会議場 

照会先:福岡大学医学部衛生学教室(〒814-0180 福岡

県福岡市城南区七隈7-45-1) TEL: 092-801-1011 

URL: http://www.jsph67.org/ 

 

☆経営情報学会2008年秋季全国研究発表大会/東

北大学 
会 期:2008年11月8日(土)・9日(日) 

会 場:東北大学川内北キャンパス 

統一テーマ：「杜の都からの情報発信－食・生活・観光

の共生－」 

照会先: jasmin＠econ.tohoku.ac.jp 

URL： http://www.jasmin.jp/activity/ 

zenkoku_taikai/2008_fall/index.html 
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☆第 21 回日本リスク研究学会年次発表会 
会 期:2008年11月29日(土)・30日(日) 

会 場:関西大学 100 周年記念会館(大阪府吹田市山手

町3-3-35) 

総合テーマ:「20周年記念大会：過去を振り返り、未来

を考える」 

照会先：大会実行委員会(実行委員長 土田昭司) 

E-mail: 2008sra@sra-japan.jp 

URL: http://www.sra-japan.jp/SRAJ2008HP/ 

 

☆IASC第4回世界大会・第6回アジア大会 合同

国際会議(IASC2008)  
会 期:2008年12月5日(金)～8日(月) 

会 場:パシフィコ横浜 

URL: http://www.iasc-ars.org/IASC2008/ 

 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。 
和文誌「行動計量学」 
〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1 

多摩大学経営情報学部 今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒153-8501 東京都目黒区駒場2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 大津 起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  

 

日本行動計量学会会員数  (2008年8月5日現在) 

正会員            900名 

準会員                   79名 

名誉会員                  7名 

シニア会員                4名 

寄贈会員                 13名(団体) 

賛助会員                 23社 

 

入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳しくは、

下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：高田) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 

日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

会員向けメーリングリスト」への登録のお誘い  

会員向けメーリングリストへの登録をお願い申しあ

げます。ＭＬへの登録（削除も）はご自身で行ってい

ただきますが、簡単です。「会員向けメーリングリス

ト：登録・サービスの詳細」のページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.htmlに接続

して、そこの指示にしたがって行ってください。なお、

会員であることを確認するために会員番号が必要です

ので、学会からの送付物の宛名シールなどを用意して、

作業をしてください。よろしくお願いします。 

会員専用ページの開始 
 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報、会

員向けメーリングリストの2つのページが会員専用と

なっています。これらのページにアクセスする際には、

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要となりま

す。ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

編集後記 

 本号では入試センターの林先生を拝み倒して巻頭言

をお願いしました。本学会がいわゆる境界領域に位置

していて、様々な領域の会員がいることが特徴である

ことは以前から言われてきましたが、それによって個

人の研究内容も変遷してことがあることを改めて知ら

されました。学会大会などで新たな情報を得るだけで

なく、本学会の影響で新しい領域の研究に足を踏み入

れた方は少なくないと思われます。その点でも本学会

の存在意義は大きいといえます。 

この会報とともに35年記念誌が皆様のお手元に届い

ていると思います。広報委員会としても僅かばかりで

はありますがお手伝いさせていただきました。出来る

限りの努力はいたしましたが、学会の歴史に関しては

記録が残っていないものが少なからず存在しておりま

す。より完成度の高い学会史を残すためにも会員の皆

様のご協力をお願いいたします。 

広報委員会では、会員の方が出版された本や、会員

に関係があると思われる、シンポジウム、セミナーな

どの情報を含め、会員の皆様から原稿を募集しており

ます。なお、編集の都合上、発行月(3,6,9,12)の前々

月の末日まで(次号119号の場合には10月末日)にお寄

せいただければ、直近号に掲載することが可能です。

それ以降に届いたものにつきましては、内容を判断し

た上で、次号に回させていただきますのでよろしくお

願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33 

日本赤十字豊田看護大学 

西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 

TEL: 0565-36-5111  FAX: 0565-37-8558 

題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：西川浩昭・菅野剛・田中ゆかり・生田

目崇・西山悦子・広田すみれ・行廣隆次・前田忠彦 


